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農業分野における障害者の活躍への期待

● 農福連携は、農業経営体による障害者の雇⽤、障害者就労施設による農業参⼊や作業受託な
ど、近年様々な形で取組が⾒られるところ。

● 障害者の就労や⽣きがい等の場を創出するとともに、就業⼈⼝の減少や⾼齢化が進む農業分野
において、貴重な働き⼿の確保につながるもの。地域の中で「Win・Win」の関係を構築。

※ 農林⽔産省調査（平成31年3⽉）による

農福連携に取り組む障害者就労施設の、
● 79％が「利⽤者が体⼒がついて⻑い時間働
けるようになった」、62%が「利⽤者の
表情が明るくなった」と回答

● 74％が過去５年間の賃⾦・⼯賃が増加

（ｎ＝120）

（ｎ＝573,606）

（ｎ＝606）

農福連携に取り組む農業経営体の、
● 76％が「障害者を受け⼊れて貴重な⼈材と

なった」と認識
● 57％が「労働⼒確保で営業等の時間が
増加」と認識

● 78％が５年前と⽐較して年間売上が増加

（ｎ＝109）

農業経営体への効果

障害者にとっての影響
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実際に農福連携に取り組んだ効果を実感農業現場で⾼まる雇⽤労働⼒ニーズ

※ 厚⽣労働省「職業安定業務統計」
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農業雇⽤労働⼒の推移

※ 農業センサス

約2割増
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農福連携を契機とした農業経営の発展

適材適所の配置等により売上が4割増加
2

● 農業現場では、様々な種類の作物が⽣産され、それぞれ多岐にわたる作業が必要（加⼯等を含
む）。障害者が取り組みやすいよう⼯夫することで、働き⼿としての可能性が拡⼤。

● ⾃らの経営の中で、⽣産⼯程や作業体系等の⾒直しを⾏い、⽣産の拡⼤など農業経営の発展に
つながっている事例も。

障害者雇⽤数に⽐例し売上が6倍に
＜⽣産⼯程の効率化を図り、コスト意識を持ちながら⽣産を拡⼤＞

●⼀連の作業⼯程を細分化し、それぞれの作業
を標準化

●誰もが作業を担えるような器具を開発
●作業指⽰が伝わりやすいよう明確化したり、

作業を難易度別に区分

障害者視点で農作業の体制を整備
（農業経営体における障害者雇⽤事例）

障害者ごとの強みをいかした作業チームの編成
（障害者就労施設の農業参⼊事例）

●障害者それぞれ「収穫適期の判断ができる」、
「体⼒がある」、「コミュニケーションが得意」

等の特徴
●各⼈の強みを相互にいかせるチームを編成し、

連携して作業
●作業効率が向上し、障害者だけでの作業も可能

に

＜障害者のそれぞれの強みが発揮されるよう作業を効率化＞



ノウフクＪＡＳ（障害者が携わっている農林⽔産物・加⼯⾷品の認証）
を活⽤した消費者向けキャンペーンの実施、企業とのマッチングシステ
ムの構築、「ノウフク・アワード」による優良事例の横展開 等
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●多くの関係者が農福連携を知ら
ず、関⼼を⾼める必要

●農業サイド、福祉サイドの双⽅が
相⼿分野への理解を深める必要
（障害者への対応⽅法、農業技術
の習得等）

●戦略的プロモーションの実施による全国的機運を醸成していく必要が
あるのではないか。

●農福連携の取組には、連携先の確
保、環境整備や⼈材育成等の⼿間
やコストへの対応が必要

●特別⽀援学校等と連携した「お試しノウフク」の促進、スタートアッ
プマニュアルを作成し、取り組みやすい環境を作るべきではないか。

●農業サイド、福祉サイド双⽅のニーズのマッチングを⽀援するシステ
ムの構築をしていく必要があるのではないか。

●農福連携に取り組む農業経営の発展に向けた環境整備の充実を図って
いく必要があるのではないか。

●農業版ジョブコーチ等の専⾨⼈材の育成を進めていく必要があるので
はないか。

●農林⽔産省研修所による農福研修の実施など、研修制度の充実を図っ
ていく必要があるのではないか。

●関係団体等での横展開を推進していかねばならないのではないか。
●企業におけるノウフク商品の積極的な採⽤を推進する必要があるので

はないか。
●国⺠的運動を進めるための基盤（各界関係者が参加するコンソーシ

アム）が求められるのではないか。

●農福連携の取組を全国的に広く展
開していく必要

３

対応方向（案）

●農福連携の取組を通じて「農業経営の発展」と「障害者の所得の確保」を図るべく、障害者が
農業分野で活躍する場を創出し、農福連携の裾野を広げていく必要。

●その実現に向け、農福連携が直⾯する課題（知らない・踏み出せない・広がらない）にきめ細
やかに対応し、官⺠挙げて取組を推進。

農福連携の取組の拡⼤に向けて

現場等における課題

●産業界や消費者等を巻き込んだ
国⺠的運動として推進する必要


